
                                          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都日本橋地域のタウン情報誌「日本橋 1982年

12月号」の表紙画です。 

鼻筋が通り艶やかでぷっくりとした唇、細い眉に大

きな瞳の女性がこちらを見つめています。白い毛糸で

編まれたようなフードをかぶり、そこから少し茶色い

髪が見え、おでこを出して凛とした雰囲気。背景にあ

るポインセチアとゴールドに施されたヒイラギの葉

が、季節を感じさせてくれます。また、白い小さい点

で方々に曲線が描かれており、それが雪やパールを連

想させ輝きを放っているかのようで、女性をより魅惑

的に見せています。 

宮永は 3年間、毎月発行の同誌の表紙を描きました。
洗練された女性の生き生きとした表情と、季節に合わ
せたモチーフを効果的に取り入れ、魅力的な構図に仕
上げます。表紙画では、特に目と口の表現に気を遣っ
ていました。目は感情を、口は女性的な魅力を表すこ
とができ、それぞれ平面の中では動きを出すための重
要な要素となっています。 

その後も斬新なデザインに優れた描写力と色使い

で、活躍の場を広げていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

日本画府写真部展 

11 月 29 日（火）～12 月 4 日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 15：00 まで） 

部員がいっしょうけんめい努力して作成した写真です。よろしく

お願い申し上げます。 

 

1 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

フォトやまゆり 

1 月 17 日（火）～1 月 22 日（日） 

山口博（写真展） 

               1 月 24 日（火）～1月 29 日（日） 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

2022    月 12 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

観 覧 料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は100円割引） 

     ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

開館時間 ・午前10時から午後7時（入館時間は午後6時 30まで） 

表紙原画 1982年 

※  12 月 1 日(木)から 2023 年 6 月分までの予約を受け付  

けています。 

※  新型コロナ感染症の影響により、催し物の予定が急遽

変更になる場合があります。ご来館の際は、お気軽に美術

館にお問い合わせください。 

西湘フィルハーモニー管弦楽団による演奏・ 

朗読劇とスタッフによる宮永作品解説を行います。  
 

と   き：12月 17 日（土）午後１時～２時半 
 
と こ ろ：宮永岳彦記念美術館 常設展示室 

 
定   員：50人（申込み先着順） 
 
参 加 費：300円（展示室観覧料として） 
 
申 込 み：文化振興課へ電話 
 
問い合わせ：文化振興課 ☎0463-86-6309 

12月の休館日 ： 5日(月)  12日(月)  19日(月)  26日(月)  28日(水) ～ 31日(土) 

  年始の休館日 ： 1月1日（日）  2日(月) 

：  ※ 1 月 3 日（火）は午後 5 時閉館（入館は午後 4時 30 まで） 

：  

《 『日本橋』 表紙 》 

展示作品より今月の一点 


